
Yasunori Fujie

[2019年 。秋 号 ]
Activity Report

地域を守り、地域を倉Jり

藤江》  り議会活動報告
鶉
趙
歿
育
・環
境
鰊
備
・

饉
⑮
場
の
あ
り
姦
に
つ
い
て

一
□
回
目
曰
扁
凶
■
■
郵
響
恙

一
小
・中
学
校
エ
ア
コ
ン
・ト
イ
レ
・

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
生
き
生
き
と
生
活
で
き
、

登
園
登
校
で
き
る
環
境
整
備
と
将
来
構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

け
発
達
障
が
い
児
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

け
果
の
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
誘
致
に
つ
い
て
伺
う
。

け
斃
鷺
蔓
援
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
詞
う
。

鸞
安
心
し
て
登
圃
豊
校
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。
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静
岡
新
聞

国
の
施
策
に
よ
り
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
幼
児
教
育
・保
育
の
無
償
化
等
に
つ
い
て
市
の

見
解
を
伺
う
。

●
今
の
待
機
児
童
数
及
び
２
０
１
９
年
１０
月
の
教
育
無

償
化
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
保
育
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ

る
か
、
ま
た
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成
時
期
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
う
。

②
無
償
化
に
よ
り
民
間
幼
児
の
保
育
料
の
動
向
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

０
公
立
及
び
民
間
の
保
育
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

●
新
た
な
保
育
園
等
の
建
設
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

今
夏
に
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
決
ま
っ
た
。
併

せ
て
今
夏
の
ト
イ
レ
等
の
実
施
状
況
と
今
後
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

●
今
夏
の
小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
の
成
果
と
評

価
に
つ
い
て
伺
う
。

②
小
中
学
校
体
育
館
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

０
今
夏
の
ト
イ
レ
等
の
改
修
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

●
今
夏
の
熱
中
症
対
策
の
中
で
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ

一
設
置
状

況
と
反
応
に
つ
い
て
伺
う
。
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隧
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場
に
つ
嬢
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三
島
市
で
も
高
齢
化
率
が
３０
％
に
近
づ
き
、
地
域
に
よ
っ

て
は
５０
％
の
所
も
あ
る
な
ど
、
音同
齢
者
に
対
す
る
施
策
の

必
要
性
が
た
か
ま
っ
て
い
る
。支
え
合
い
の
共
生
社
会
の

構
築
に
向
け
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

け
高
齢
機
の
世
壽
数
、
ワ」
の
う
ち

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
に
つ
聯
て
伺
う
。　
　
　
　
　
一

け
介
護
保
険
認
定
を
受
け
て
い
る
数
、
そ
の
う
ち
認
知
症

種
数
に
つ
い
て
伺
う
。
　
　
　
　
一

聰
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
・啓
発
に
つ

彗
て
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

聰
介
護
予
防
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

蜻
介
護
予
防
者
と
の
知
人
・民
生
委
員
・市
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
伺
う
。

蘊腑鰈齢罐競れ蒟耐競罐璃」の“贅「お魏黎馘筆一
ご
み
処
理
施
設
は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
焼
却
炉
に
つ
い
て
は
大
規
模
改
修
に
よ
り
延
命
化
を

図
る
な
ど
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
〈
フ
後
も
確
実
に

使
用
で
き
る
よ
う
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
清
掃
セ
ン
タ
ー

施
設
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

●
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に
つ
紳
て
蠅
う
。

②
最
終
処
分
場
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

０
預
か
り
保
育
や
認
可
外
保
育
施
設
の
認
定
に
つ
い
て
伺
う
。

０
無
償
化
に
よ
る
市
の
財
政
負
担
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

０
教
育
無
償
化
に
よ
つ
て
待
機
児
童
の
深
刻
化
が
予
想

さ
れ
る
、
〈フ
後
の
保
育
行
政
を
ど
う
展
開
す
る
の
か
市

長
に
伺
う
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｆ
の
導
入
に
よ
る

業
務
改
革
に
つ
い
て
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に
よ
る
デ
ー
タ
処
理
な
ど
の
事
務

作
業
の
自
動
化
に
つ
い
て
伺
う
。

●
導
入
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
か
伺
う
。

０
戸
籍
業
務
、
保
育
園
へ
の
入
園
選
考
議
事
録
の
作
成

等
、
自
治
体
で
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
業
務
改
善
施
策
を
検
討
す
べ

き
で
な
い
か
伺
う
。

０
人
が
敬
遠
す
る
仕
事
で
代
行
さ
せ
、
よ
り
創
造
的
な
仕

事
に
人
員
を
配
置
す
る
と
い
う
検
証
を
す
べ
き
で
な
い

か
伺
う
。

●
業
務
改
善
・コ
ス
ト
削
減
。人
員
配
置
換
え
。残
業
等
を

考
え
れ
ば
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。
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1澱し位 活動Ft.A=鼈
[活動の一部を報告します ]

1螢量睫震曇
院議
曇

i晟露喜整章

岸国政調会長
三島講演倉

秋の交通安全
県民運動
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1量員庭冒爵8_ド

1書霧握事事蔵
員連盟理事会

貶

餃

洟

鰺

フシ¬彙′澪
F″

こどもセソ井

18028竜巻目撃、取材 l要望事項前・後


